
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

かるたに刻まれた 

旭森の宝物 

写真は皆さん良くご存知の「旭森かるた」です。 
このかるたには旭森を代表する数々の名所をはじめ、歴史と文化が詠まれており、
そのすべてがこれからも大切にしていきたい旭森の宝物です。 
もし手にする機会があれば、ぜひ一句一句に目を通していただき、実際にその場所
へ足を運んでみてください。もしかすると、当たり前だった私たちの身の周りから思い
もよらぬ発見や興味が現れ、あなたの心が旭森“愛”にあふれるかもしれませんよ。

計画の期間 
この計画は 2016 年度（平成
28 年度）から 2019 年度（平
成 31 年度）の間で取り組む
ものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《人口の構成》                                           （平成２８年１月末現在） 

 ０～４歳 ５～１９歳 ２０～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上 合計 

人数 ６３１人 ２，０２７人 ２，９４０人 ３，８０５人 １，９６８人 １１，３７１人

構成率 ５．５％ １７．８％ ２５．８％ ３３．５％ １７．３％  

  ※四捨五入の関係上 100％になりません。                                                             出典／彦根市 
 

《世帯数や高齢化率 等》                                    （平成２８年１月末現在）  

世 帯 数 ４，３４５世帯 高齢者のみの世帯数 ３５６世帯 

高 齢 化 率 １７．３％ １人暮らし高齢者数 ３９５人 
                                                                                           出典／彦根市 
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旭森の今後の課題ってなんだろう？ 

 
旭森の「強み」ってなんだろう？ 

◆地域に関心のある方がたくさんおられ

る。“いい人やな”と思える素晴らしい人

材もたくさん居る。【人・つながり】 
 
◆連合自治会が上手く機能し、各種団体の

活動も活発。【組織】 
 
◆住民が若い！自治会によって

は小学生が 60 名あまり居る。 

 【子ども】 
 
◆子どもたちから大人へ声をかけてくれる

ことがある。これからの希望の星！ 

【子ども】 
 
◆福祉サロン活動が活発に取り組まれ、参

加者のつながりと顔なじみの関係が生ま

れている。【ふれあいサロン】 

良いところや自慢できるところ 

住民福祉懇談会では、地
域に目を向けながら、「強
み」や「弱み」等、様々なこ
とを話し合ってきました。 
ここでは、ほんの一部です
がその内容をお届けしま
す。 

気になるところや課題 

●隣り近所とのつながりが薄くなってきて

いる。【つながり】 
 
●学区全体に開発が進み、元々危険だった

場所が分からなくなってきていないだろ

うか。【防災】 
 
●今は良いが、これから先ボランティア活動

に携わってくれる人が少なくなり、活動が

いつまで続くか心配。【担い手】 
 
●自分でできていたことができ

なくなって、頼む人も居ず困

る人が増えてきた。誰に頼め

ば良いのだろう。【生活支援】 

 

●子ども同士や子どもと大人、地域のみん

なが寄って来れる“場所づくり”が大切。

【居場所】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あさひ輝きプラン 旭森学区 
住民福祉活動計画 

平成２７年３月に、民間の福祉行動計画となる「彦根市地域福祉活動計画」が策定さ
れましたが、福祉の課題は人口や歴史、地形等によって地域それぞれです。 
「住民福祉活動計画」は、概ね小学校区単位で作成しその地域で生活を送られる
方々にとって、 
 
①身近な地域で作られることにより、地域の生活・福祉課題が把握しやすい 

②課題に対して関心を共有しやすい 

③地域特性を生かした取り組みにつながる 

 ことも期待できます。 

 

取り組み内容 

 あいさつが気軽にできる まちづくり 
 

 地域行事でみんながふれあう まちづくり 
 

 見守りで安心できる まちづくり 
 

 いつでも誰もが集える楽しい 居場所づくり 

基本理念 

活動目標 

自分にできる事を

みんなに活かす 

人づくり

活動目標 

声かけではじまり
みんなで守る 

安心なまちづくり

活動目標 

「あいさつ」でつながり、 

安心できる「見守り」と 

楽しい「居場所」づくり 

 自主防災の組織づくりと活性化 
 

 防犯の啓発活動と情報発信・回覧・掲示 
 

 防犯・防災学習会の開催（地域の中で情報交換） 
 

 日頃から声をかけて「助けて」と言える 関係づくり 

 それぞれができることを皆に伝えていける 人づくり 
 

 声かけで知り合い、仲間を増やす活動 
 

 地域の歴史と文化を伝える活動 
 

 地域参画による「ジュニアボランティア」の育成 

計画に込められた思い 

口流入の多い旭森学区は、高齢化率にも見るよう 

に若い活力にもあふれた地域であり、地域活動に

おいても活発に取り組まれています。 

方で、生活スタイルが変わりつつある中、年々活 

動の担い手が少なくなる現状に、「現在のリーダ

ー層が退いた時、どのようになっていくのだろう。」

と言った声も聞かれます。 

森学区の伝統ある活発な取り組みを残しつつ、時 

代に合わせた活動をあらゆる団体、住民みんなで

作りあげたい。この計画は、未来へ向かいそうした思

いを込め策定されました。 

人 

一 

旭 

取り組み内容 

取り組み内容 

防災マップづくり研修
（安推協）

計画の推進期間 >>> 平成２８年度～平成３１年度 

ふれあいサロン 
（大堀町）


